
【はぁとふるグループ健康経営の基本情報】

（2022年度末時点のデータ）

【目標】 適正体重者率を80％

【理由】 健康な生活を送るには、健康な身体作りが必要である。知識に伴う栄養、根拠に基づく運動知識を身につけ、職員が健康に生活できるために、適正体重者率を増やす。

【社会的説明】 運動器のケアを推奨する施設として、適正な情報を発信し、自らが模範となる健康な体つくりを目指す必要がある。
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（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の「健康投資施策の取組状

況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。
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朝礼時の体操実施

会社と従業員が相互に結びつき互いに貢献しながら成長すると

いった、いわば「相思相愛」をあらわす概念です
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